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マストミ電子は、電機・電子メーカーなどを取引先として、ワイヤーハーネス圧着や圧接加工、コネク

ターハーネス加工、電源コード加工などの事業を営んでいる。競合他社が多く価格競争も激しかっ

たため、事業承継に伴い「CS」 と「女性活躍」に取り組み、高品質メーカーヘの脱皮に成功した。

この取り組みの先頭に立った、同社代表取締役社長・又吉達也氏にお話しをうかがつた。

マストミ電子 株式会社

代表取締役社長

又吉 達也氏

「5S」と「女性活躍」を推進し。

高品質メーカTへと脱皮

1971年 千葉県松戸市生まれ。武蔵大学経済学部

卒業後、金融機関、商社などに勤務後、2011年 1月 、

家業のマストミ電子に入社。2017年 6月 、事業承継

により代表取締役社長に就任、現在に至る。

マ
ス
ト
ミ
電
子
は
１
９
７
９
年
、

現
会
長
で
あ
る
又
吉
康
男
氏
が
ワ
イ

ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
の
メ
ｌ
ヵ
ｌ
と
し
て

創
業
。
多
種
多
様
な
ア
プ
リ
ケ
ー
タ

を
所
有
し
、
同
社
が
生
産
す
る
ワ
イ

ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
は
、
家
電

・
電
子
製

品
や
自
動
車
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
幅

広
く
使
用
さ
れ
、
取
引
先
の
大
手
電

機

・
電
子
メ
ｌ
ヵ
ｌ
か
ら
高
い
評
価

と
信
頼
を
得
て
い
る
。

息
子
で
あ
る
現
社
長
の
又
吉
達
也

氏
は
、
大
学
卒
業
後
、
金
融
機
関
や

商
社
な
ど
に
従
事
し
て
い
た
が
、
兄

に
勧
め
ら
れ
、
Ｈ
年
１
月
に
マ
ス
ト

ミ
電
子
に
入
社
。
又
吉
氏
は
、
父
親

か
ら
事
業
承
継
の
話
を
聞
か
さ
れ
た

こ
と
は
な
く
、
又
吉
氏
は

「第
二
者

に
譲
渡
す
る
の
で
は
な
い
の
か
」
と

推
測
し
て
い
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
そ
う
し
た
推
測
に
反
し

て
、
１７
年
６
月
、
又
吉
氏
は
同
社
の

代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。
そ
の
背

景
に
は
、
兄
が
健
康
上
の
理
由
で
事

業
を
引
き
継
ぐ
の
が
難
し
か

っ
た
こ

と
と
、
入
社
し
た
又
吉
氏
が
経
営
改

善
に
成
果
を
挙
げ
、
父
親
の
康
男
氏

に
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

■L
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価格競争に負けない経営体質を構築する

Pro■le

販
管
費
が
利
益
を
圧
迫

ス
リ
ム
化
に
取
り
組
む



又
吉
氏
が
入
社
後
最
初
に
行

っ
た

の
は
、
００
年
以
降
の
同
社
の
決
算
書

を
検
証
す
る
こ
と
だ

っ
た
。
す
る
と
、

「
異
常
に
利
益
率
が
低
い
こ
と
が
わ

か

っ
た
」
と
又
吉
氏
。
同
時
に
、
金

融
機
関
か
ら
は
、
借
入
金
返
済
を
含

め
た
経
営
改
善
計
画
の
提
出
を
求
め

ら
れ
て
い
た
。

決
算
書
に
よ
る
と
、
００
年
か
ら
０７

年
ま
で
、
多
い
年
で
５
億
円
余
り
の

売
り
上
げ
を
上
げ
て
い
た
に
も
関
わ

ら
ず
利
益
は
１
０
０
万
円
ほ
ど
に
と

ど
ま

っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
０９
年
に
は
、
売
り

上
げ
が
半
減
、
４
３
０
０
万
円
の
赤

字
を
出
し
て
い
た
。

利
益
率
の
低
い
原
因
は
、
当
時
、

中
国

・
深
川
市
て
行

っ
て
ｔ
た
海
外

協
力
会
社
と
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
あ

っ

た
。
同
地
に
進
出
し
て
い
た
日
本
の

大
手
メ
ｌ
ヵ
ｌ
の
工
場
に
納
品
す
る

部
品
を
海
外
協
力
会
社
が
製
造
し
て

い
た
が
、
そ
の
た
め
に
、
出
張
や
接

待
な
ど
に
要
す
る
販
売
管
理
費
な
ど

の
間
接
コ
ス
ト
が
、
利
益
を
圧
迫
し

て
い
た
。
又
吉
氏
は
、
従
業
員
に
財

務
状
況
を
説
明
し
、
中
国
か
ら
完
全

撤
退
す
る
経
営
改
善
計
画
を
策
定

し
、
金
融
機
関
に
も
理
解
を
求
め
た
，

入
社
後
わ
ず
か
３
カ
月
で
下
し
た
英

断
だ

っ
た
。

「入
社
し
て
間
も
な
く
、
技
術
や
製

品
の
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か

っ

た
私
が
、
い
き
な
り
中
国
ビ
ジ
ネ
ス

家
業
に
入
社
す
る
ま
で
、
金
融
機

関
や
商
社
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
労

働

・
職
場
環
境
し
か
知
ら
な
か

っ
た

又
吉
氏
は
、
入
社
以
降
、
同
社
の
状

況
を
憂
慮
し
て
い
た
。
天
丼
や
床
の

建
材
は
剥
げ
落
ち
、
パ
ソ
コ
ン
は
古

く
、
製
造
用
小
道
具
は
雑
然
と
置
か

れ
、
商
品
棚
も
乱
雑
な
状
態
だ

っ
た
。

「
全
体
的
に
グ

レ
ー
色
に
包
ま
れ
、

い
か
に
も
昔
な
が
ら
の
中
小
企
業
の

二
準一
レ〓
」ヽ

●́／
１
、́
　
　
ｔン
一
●
　
一一
二
．

そ
こ
で
働
く
従
業
員
の
多
く
は
主

婦
を
中
心
と
す
る
女
性
た
ち
。
又
吉

氏
は
、
「
た
と
え
従
業
員
に
技
術
力

が
あ

っ
て
も
、
雑
然
と
し
た
工
場
か

ら
は
高
品
質
の
製
品
は
生
ま
れ
に
く

い
。
取
引
先
か
ら
の
信
頼
も
得
に
く

い
」
と
考
え
、
１４
年
、
当
時
社
長
で

あ

っ
た
父
親
と
話
し
合
い
、
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
よ
う
と
地
元

の
川
□
商
工
会
議
所
に
相
談
に
訪
れ

た
。そ

の
結
果
、
解
決
策
の

一
つ
に
あ

が
っ
た
の
が
「５
Ｓ
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
」

（注
）
だ

っ
た
。
し
か
し
、
最
初
は

ほ
と
ん
ど
の
従
業
員
が
本
気
に
取
り

組
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ず
、
浸
透

に
は
苦
労
し
た
と
言
う
。

「長
年
の
う
ち
に
、
創
業
社
長
の
や

り
方
に
従
う
文
化
が
で
き
上
が

っ
て

い
て
、
指
示
待
ち
社
員
が
多
く
な

っ

て
い
ま
し
た
」
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、

５
Ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
で
徐
々
に

業
績
が
上
が

っ
て
ゆ
く
。
“
年

の

売
り
上
げ
は
２
億
１
９
０
０
万
円

で
、
前
年
の
２
億
円
余
に
対
し
て
伸

び
幅
は
わ
ず
か
だ

っ
た
が
、
利
益
〓

１
７
０
０
万
円
と
大
幅
な
業
績
改
善

を
果
た
し
た
‐

そ
れ
に
つ
れ
て
、
従
業
員
の
意
識

高品質の製

品を産み出す

作業ルームと

検査ルーム

19201,■ il月号
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の
撤
退
を
提
案
し
た
こ
と
で
、
従
業

員
か
ら
は
驚
き
と
反
対
意
見
が
あ
が

り
ま
し
た
」
と
同
氏
は
振
り
返
る
。

し
か
し
、
結
果
的
に
従
業
員
が
納
得

し
た
の
は
、
又
吉
氏
が
金
融
機
関
や

商
社
で
得
た
経
験
が
あ

っ
た
か
ら

だ
。
「も
し
、
中
国
か
ら
の
撤
退
と

い
う
施
策
が
失
敗
し
て
い
た
ら
、
私

は
会
社
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
い
た
で

に
）
よ
つヽ
」
．

売
り
上
げ
の
半
分
以
上
を
占
め
て

い
た
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
売
り
上
げ
は

ゼ
ロ
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
販
管

費
も
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
、
大
幅
な
経
営
改
善
に
つ

な
が

っ
た
。

「５
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り

労
働

・
職
場
環
境
改
善
に
着
手

(注 ,「 5S'ロ ジェクト」:「整里」「整項」「清掃」「清潔」「躾」を徹底することで.職場環境を維持・改善を図る取り組み.

、′●
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も
変
わ
り
、
パ
ー
ト
従
業
員
も
含
め

て
す
べ
て
の
従
業
員
が
意
識
し
て
整

理
整
頓
を
し
な
が
ら
業
務
を
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

同
時
に
、
職
場
環
境
の
整
備
も

行

っ
た
。
創
業
当
時
か
ら
変
わ
ら
な

い
和
式
の
ト
イ
レ
を
洗
浄
便
座
付
き

の
洋
式
ト
イ
レ
に
、
更
夜
室
の
ロ
ッ

カ
ー
な
ど
は
グ
レ
ー
色
か
ら
自
の
ス

チ
ー
ル
製
に
代
え
、
明
る
い
雰
囲
気

に
し
た
。
さ
ら
に
、
道
具
類
や
製
品

も
ケ
ー
ス
ご
と
に
整
理
し
、
整
理
棚

に
置
く
よ
う
に
し
た
。

又
吉
氏
が
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
し
た
１７
年
に
は
、
「事
業
承
継
補

助
金
」
（※
）
を
受
け
、
工
場
の
外

壁
工
事
を
実
施
し
た
。
同
商
二
会
議

所

へ
相
談
に
た
び
た
び
出
向
く
こ
と

で
、
社
屋
補
修
に
補
助
金
制
度
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
申
請
書
等
の
提
出

書
類
の
作
成
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ら
れ
た
。

同
社
の
本
社
工
場
は
住
宅
街
で
戸

建
住
宅
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
違
和
感

の
な
い
景
観
が
必
須
だ
。
さ
ら
に
、

そ
こ
に
働
く
従
業
員
に
と

っ
て
も
、

清
潔
感
あ
る
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
工

場
で
働
く
と
い
う
勤
労
意
欲
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
。
外
壁
色
を
高
級
住

宅
風
の
色
合
い
に
塗
り
替
え
た
。

ち
な
み
に
、
外
壁
工
事

に
要
し

た
１
５
０
万
円
の
３
分
の
２
の
、
約

１
０
０
万
円
を
事
業
承
継
補
助
金
と

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

「女
性
活
躍
」
が
品
質
を
向
上
さ
せ

差
別
化
を
推
進
す
る
力
に

又
吉
氏
が
中
心
と
な

っ
て

「
５

Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
労
働

・
職
場

環
境
の
整
備
を
進
め
る
な
か
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
が
浮
か
び
上
が

り
、
同
社
が
目
指
す
べ
き
テ
ー
マ
が

「女
性
活
躍
推
進
」
「品
質
向
上
」
「営

業
力
強
化
」
と
し
て
明
確
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
た

「経

営
革
新
計
画
」
が
、
１６
年
３
月
、
創

業
社
長
の
名
前
で
埼
玉
県
知
事
よ
り

承
認
を
受
け
た
。
そ
の
後
の
１９
年
３

月
、
現
社
長
の
又
吉
氏
の
名
前
で
も

承
認
を
受
け
て
い
る
。

又
吉
氏
は
、
こ
れ
で
立
ち
止
ま
る

こ
と
な
く
、
経
営
者
と
し
て
の
腕
を

磨
こ
う
と
、
川
日
経
営
塾
を
は
じ
め

経
営
改
差
７

革
新
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー

を
次
々
と
受
講
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
経
営
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

お
か
げ
で
、
経
費
を
か
け
ず
に
、
大

幅
な
経
費
削
減
効
果
を
得
ら
れ
、
利

益
を
出
せ
る
経
営
体
質
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
」
と
又
吉
氏
は
話
す
。

「営
業
力
強
化
」
の
取
り
組
み
で
は
、

以
前
は
社
内
の
営
業
担
当
者
を
通
じ

て
、
取
引
先
企
業
に
交
渉
を
行

っ
て

い
た
が
、
営
業
業
務
は
電
子
部
品
専

門
の
商
社
に
完
全
委
託
を
決
め
た
。

そ
し
て
同
社
は
加
工
専
門
メ
ｌ
ヵ
ｌ

に
徹
し
、
優
秀
な
製
造
ス
タ
ッ
フ
を

採
用
す
る
よ
う
に
切
り
替
え
た
。

そ
の
な
か
で
、
現
在
製
造
部
門

の
戦
力
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
女
性

パ
ー
ト
従
業
員
だ
。
創
業
当
時
か
ら

女
性
ス
タ
ッ
フ
の
割
合
は
高
か
っ
た

が
、
取
引
先
か
ら
は
、
よ
り
高
い
品

質
管
理
や
検
査
の
体
制
等
が
求
め
ら

れ
続
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
生
産

管
理
業
務
を
女
性
従
業
員
に

一
任

し
、
き
め
細
か
い
品
質
管
理
を
徹
底

す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
品

質
の
高

い
製
品
の
供
給
が
可
能
と

な
っ
た
。

「女
性
は
細
か
い
と
こ
ろ
に
も
気
が

つ
き
、
も
の
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が

あ
り
ま
す
。
小
さ
な
製
品
を
作
り
、

正
確
な
検
査
に
よ
る
高
い
品
質
を
生

み
出
す
業
務
に
適
性
が
あ
る
の
で

す
」
（又
吉
氏
）。
ま
さ
に
、
男
性
と

は
異
な
る
女
性
な
ら
で
は
の
適
性
を

活
か
し
て
い
る
。

こ
う
し
た

「女
性
活
躍
」
の
取
り

組
み
の
結
果
、
取
引
先
か
ら
は

「製

品
の
品
質
が
高
く
、
納
期
の
管
理
体

制
に
お
い
て
安
心
で
き
る
」
と
信
頼

が
高
ま
っ
て
い
る
。

現
在
同
社
に
は
、
工
場
周
辺
の
川

国
市
内
に
住
む
主
婦
が
、
パ
ー
ト
社

整 然 と収 納 された在庫 ルーム

5Sの 取り組み前と取り組み後の状態を写真て掲
示し、継続を促進
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員
と
し
て
多
数
勤
務
し
て
い
る
。
そ

の
平
均
勤
続
年
数
は
１０
年
以
上
に
も

な
る
が
、
彼
女
た
ち
が
長
期
に
わ

た

っ
て
働
き
続
け
ら
れ
て
い
る
の
に

は
理
由
が
あ
る
。

同
社

で
は
製
造

ス
タ

ッ
フ
の

一

人
が
突
然
休
ん
で
も
、
製
造
ラ
イ
ン

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
な
対
策
と
し

て
、
「多
能
工
」
制
度
を
採
用
し
て

い
る
、
全
員
が
製
造
工
程
全
て
の
技

術
を
身
に
つ
け
て
い
る
た
め
、
あ
る

ス
タ
ッ
フ
が
休
み
を
取

っ
て
も
他
の

ス
タ
ッ
フ
が
代
わ
り
に
入
る
こ
と
が

で
き
、
休
む
方
も
気
を
遣
わ
な
く
て

済
む
，
地
域
（″
主
婦
一Ｅ一一■
雇
」Ｆ
目
一
〓
Ｉ
一一一（

献
し
、
県
の

一多
様
な
働
き
方
実
践

企
業
」
の
認
定
も
受
け
て
い
る
。

今
後
は
、
女
性
ス
タ
ツ
フ
の
多
能

工
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
、
商
社

と
製
造
部
門
と
の
き
め
細
か
い
連
携

強
化
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
、
持
続

的
な
経
営
に
向
け
た
経
営
計
画
に
基

づ
く
販
路
開
拓
と
業
務
効
率
化
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る

「小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
」
を
受
け
た
。

「
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
単
に
売

り
上
げ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
方
策
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
利
益
向
上
の
品
質
重

視
で
す
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
一
（又
一三
氏
τ

取引メーカーのニーズに対応した各種製品「ハーネス・アッセンプリー』α
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所 在 地 埼玉県川国市東川口6-19‐ 31
設  立 1979年 11月
T E L o48‐295-5948
資 本 金 1000万 円
従業員数 20名 (正社員5名 契約社員1名  バート

アルバ/ヽ 14名)男 性5名 :女性 15名
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●
利
益
率
の
低
，い事
業
か
ら
の
撤
退
に
よ
る
収
益
改
善

●
い
ち
早
く
自
社
の
強
み
を
見
つ
け
徹
底
的
に
磨
く

●
事
業
承
継
支
援
制
度
の
情
報
収
集
と
活
用

● ●

Company Prof ile

k.

鴨魔
・・

事
業
承
継
の
ポ
イ
ン
ト


